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（
C
unha Faulstich Yuri ）
総合国際学研究科博士前期課程／ブラジル／ポルトガル語杉浦日向子『一日江戸人』
新潮文庫、二〇〇五
江戸時代の文化背景を知らない人に
もわかりやすく読めるよう工夫されている本である。著者自筆のイラストが多く、ユーモラスな文章で江戸の生活が説明されているので、読者にとって親しみやすい。
江戸時代といえば、すぐに思い浮かぶのは武士であろうが、この
本の登場人物の多くは庶民である。義務、徳などより、遊び、オシャレ、生活などの多方面につ て書かれている。例えば、江戸時代に
モテた男性や女性はどんな体格で、どんな性格だったか。江戸の銭湯はどんな構造で、現在の通貨でいうといくら
かかったかなど、興
味深い話
が
多い。誰でも楽しみながら江戸文化が勉強できる本だと
思う。Sérgio Buarque de H
olanda, Raízes do Brasil, C
om
panhia das 
Letras, 1995.
日本語訳は
セルジオ・ブアルケ・デ・オランダ『真心と冒険
―
ラテン的世界』
（池上岑夫訳、新世界社、一九七一）
。一九三六年刊行の
本だが、現在でもブラジルの社会を理解するのに欠かせ い本だと言える。著者は有名なブラジル音楽歌手シコ・ブアルキ 父で、優れた社会学者および歴史学者として評価されている。
この本はブラジルを植民地としたポルトガル人の分析から始まり、
ブラジル人の文化や性格の根元を明らかにする。そ を通じて、興味深いかたちで二〇世紀までのブラジル社会の変化を説明していく。ブラジル文化やブラジル人の性格に興味ある方 有益な文献であろう。????????
（金旼慶）
総合国際学研究科博士前期課程／韓国／韓国語湯本香樹実『夏の庭
―
T
he F
riends 』
新潮文庫、一九九四
親友の山下と河辺と「僕」は同じクラスだ。おばあちゃんが亡く
なって、田舎に帰っていた山下が戻り、僕たち三人は「死」というものについて考える事になる。そんなある日、変わり者の河辺が、
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近所のすぐにでも死んでしまいそうな顔をしている「おじいさん」を観察しようという話を持ちかける。しかし、確かに今 も死にそうだったその「おじいさん」は日に日に元気になっていくではないか。僕達三人が子供から少年へと成長 ていくなかでふれた「死」を通して い して「 」を受け入れるかを問う本である。???『???』
（
?
）
??
、二〇〇九
（??????????
―
幼き瞳の告発?蓮池薫訳、新潮社、二〇一二）
「トガニ」とは粘土または耐火性物質で作られた容器で、金属を溶かす時などに試験用として使われる。韓国 は「試練」の象徴としてよく用いられる。小説『トガニ』
は二〇〇五年、ムジン障害者学
校（聴覚障害者学校、現在の光州インファ学校）で発生した性的虐待事件を、作家自 取材し、小説として世 中に暴露したものである。この小説は二〇一一年に映画化され、韓国国内に大きな衝撃を与えた。国会では〝トガニ法〟が制定されるまでに至った 社会的弱者をどのように守るかを問いかける本であ 。???????
（
Joka Sanja ）
総合国際学研究科博士後期課程／セルビア／セルビア語村上春樹『 境の南、太陽の西』
講談社文庫、一九九五
主人公は、ジャズバーを経営して、家族を持ち、一見完璧な人生
を送っている
ように見える男。しかしあるとき彼の前に不思議な女
性が現れる。彼はその人物のことが頭から離れなくなり、家庭生活と、その現実の人間か空想の中の人物かもわからない女性のあいだで苦しむようになる。その後多くの動揺を経て、結局は家族のもとへ戻るのだが、彼には強い罪悪感が残るのだった。この小説のよさは人間の感情の複雑さを繊細に、深く共感できるかたちで描いていることであ 善悪の間にはっきりとした境界線を引けなときもあるということを、物語 通して教えてくれている。Vladan D
esnica, Proljeća Ivana G
aleba, Zavod za udžbenike, 1997.
（??????????????????????ザヴォド・ザ・ウジュべニケ、一九九七）
手の手術を受けたバイオリニストが、入院生活の中で人生を顧み
る。この小説は、主人公であるそ バイオリニストの過去のエピソードと、それについての反省や心理的、分析的な考察などから 物語であ 主人公は、幼少期や
青春時代の世界に戻り、過去の出来
事
を描いていく。過去を紐解く鍵になるのは、音、色、匂いや雰囲
気の記憶だ。そして想起された物語は、ひとつの哲学 テーマへと収斂されていく。感情的で繊細な描写の中に知的な問題意識が垣間見える作品である。
